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はじめに 
 

 私たち「谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会」は、平成 25 年 11 月に発足してか

ら、「安全・安心で快適なにぎわいあふれる南の玄関口」を目指し、まちづくり活動に取

り組んでまいりました。 

このたび、谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会（以降本協議会と称する）では、

検討を重ねてきた谷塚駅西口地区の「まちづくり構想」をとりまとめ、市へ提案するこ

ととなりました。 

 まちづくり構想の作成にあたり、平成 28 年５月の本協議会総会で取りまとめた「ま

ちづくり構想（中間まとめ）」に関する、地区内権利者の方々を対象としたアンケート

調査を平成 28 年 12 月末から実施し、地区の方々から駅前広場、都市計画道路、公園等

の整備やまちづくり手法などに関して様々なご意見を頂きました。このアンケート結果

を踏まえたものが本「まちづくり構想」となっています。本まちづくり構想を市へ提出

後は、本まちづくり構想の実現へ向けて市には積極的にまちづくりに取り組んでいただ

ければと考えています。 

本協議会では、今後とも継続してまちづくりの検討及び実現に向けた活動を進めてい

きますので、地域の皆さま、地権者の皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願い申し上

げます。 

 

 

 

谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会 

 会長 並木 孝 
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第１章 住民提案のまちづくり構想について 

 

（１）まちづくり構想とは 

 

谷塚駅西口地区は、東京に近接している草加市の南の玄関口でありますが、駅前広場や都市計画

道路が整備されておらず、狭い道路が多い地区です。過去には、まちづくりの検討と区域の縮小を

繰り返してきましたが、平成 25 年 11 月に地権者を中心とした「谷塚駅西口地区まちづくり権利者

協議会」を結成し、約 7.6ha の区域を対象とした駅周辺のまちづくり検討に着手しました。 

まちづくりの検討にあたっては、地区の現状を把握するため、平成 26 年度に、当地区の各種現

況や諸課題について討議しました。平成 27 年度はまちの将来像、まちづくりの方向性及びまちづ

くりの進め方について討議し、当協議会のまちづくりにおける検討成果を「まちづくり構想（中間

まとめ）」としてまとめました。平成 28 年度には地区内権利者の方々を対象に「まちづくり構想（中

間まとめ）」に関するアンケートを実施し、その結果を踏まえ「まちづくり構想」を作成しました。 
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（２）谷塚駅西口地区の位置及び区域 

草加市は、東京都心から約 15 ㎞の埼玉県南部に位置し、東は八潮市、三郷市、吉川市、西は川

口市、北は越谷市、南は東京都足立区に接しています。昭和 33 年 11 月１日に人口 34,878 人で市

制を施行し、昭和 37 年の東武鉄道伊勢崎線と地下鉄日比谷線の相互乗り入れや当時東洋一のマン

モス団地と言われた草加松原団地の建設により、昭和 43 年に県下８番目の 10 万人の都市になり、

現在 24 万人（約 11 万世帯）を超える人口となっています。市内の中心に東武スカイツリーライン

（旧：東武鉄道伊勢崎線）が通り４駅を中心に生活圏が形成されています。 

谷塚駅は、市内４駅の中で最も足立区寄りに位置し、市の南の玄関口となっています。対象地区

は地区面積約 7.6ha、総人口は約 770 人で、世帯数は約 380 世帯（平成 27 年国勢調査）です。草加

市南部のほぼ中央に位置し、地区の東には県道 49 号足立越谷線（日光街道）、西には国道４号（草

加バイパス）が通っており、北側は、草加三郷線に接しています。また、地区西側に接する谷塚松

原線は、平成 26 年７月に開通されました。 
 

■位置図 
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（３）検討経過 

谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会（以下、「協議会」と称す）では、これまで平成２６年

度から平成２８年度にかけて、計１５回の役員会、計１５回の全体会議及び２回の見学会等を重ね、

当地区のまちづくりについて検討を行ってきました。 

■開催経過   

年度 月日 協議会活動 検討内容 

平
成
26
年
度 

4月 17日（木） 第１回役員会 
・第１回全体会議の内容、流れ、役割分担について 
・会員、市長への案内文について 

5 月 25 日（日） 第１回全体会議 
・「平成２５年度事業報告及び決算報告｣について 
・「平成２６年度事業計画(案)及び収支予算（案）」について 
・「役員及び監事（案）」について 

8 月 7 日（木） 第２回役員会 
・第２回全体会議の進め方について 
・事例地視察について 

9 月 2 日（火） 第３回役員会 
・第２回全体会議の内容、流れ、役割分担について 
・会員への案内文について 

9 月 28 日（日） 第２回全体会議 
・まちづくりの進め方と地区の現状・課題の整理 
・まちづくりの手法について 

10 月 2 日（木） 第４回役員会 
・第５号まちづくりニュース（案）について 
・先進事例地視察の当日の流れ、案内文について 
・第３回全体会議の検討内容について 

10月30日（木） 先進事例地視察 

・栃木県宇都宮市  
 「雀宮駅西口沿道整備土地区画整理事業」 
 「雀宮駅西口広場整備事業」 
・埼玉県さいたま市 
 「岩槻駅西口土地区画整理事業」 

11 月 5 日（水） 第５回役員会 
・第６号まちづくりニュース（案）について 
・第３回全体会議の当日の流れ、内容、役割分担について 
・会員への案内文について 

11月30日（日） 第３回全体会議 
・先進事例地視察の報告について 
・第２回全体会議のふりかえり 
・ブロック別将来像とまちづくりの方向性 

1 月 14 日（水） 第６回役員会 

・第７号まちづくりニュース（案）について 
・第４回全体会議の当日の流れ、内容、役割分担について 
・会員への案内文について 
・平成２７年第１回全体会議等の日程について 

2 月 7 日（土） 第４回全体会議 
・第３回全体会議のふりかえり 
・地区の整備手法～まちづくりの区域について～ 

3 月 12 日（木） 第７回役員会 
・第８号まちづくりニュース（案）について 
・平成２６年度のまちづくりに係る取りまとめ 
・平成２６年度予算執行状況について 

平
成
27
年
度 

4月 16日（木） 第１回役員会 
・平成２７年度第１・２回全体会議の進行、内容、役割分担につ
いて 

・会員への案内文について 

5 月 9 日（土） 第１・２回全体会議

【第１回】 
・平成２６年度事業報告及び決算報告 
・平成２７年度事業計画(案)及び収支予算（案）」 
・役員及び監事（案） 
【第２回】 
・まちづくりの進捗状況及び今年度の進め方について 

6 月 4 日（木） 第２回役員会 

・第９号まちづくりニュース（案）について 
・平成２７年度のまちづくり助成金について 
・第３回全体会議の進行、内容、役割分担について 
・会員への案内文について 
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年度 月日 協議会活動 検討内容 

6 月 20 日（土） 第３回全体会議 

・今後の進め方とスケジュールの確認 
・昨年度のまちづくり権利者協議会で検討した整備手法の方向性

について 
・まちづくり構想について 
・検討テーマについて 

8 月 6 日（木） 第３回役員会 
・第１０号まちづくりニュース（案）について 
・第４回全体会議の進行、内容、役割分担について 
・会員への案内文について 

8 月 23 日（日） 第４回全体会議 
・道路の整備について 
・駅前広場の整備について 

10 月 1 日（木） 

第４回役員会 

・第１１号まちづくりニュース（案）について 
・第５回全体会議進行、内容、役割分担についてについて 
・会員への案内文について 
・事例地視察について 

10月25日（日） 第５回全体会議 
・道路と駅前広場について 
・公園と雨水貯留施設について 

11月27日（金） 先進事例地視察 
・神奈川県高座郡寒川町 
 茅ヶ崎都市計画事業「寒川駅北口地区土地区画整理事業」 

12 月 3 日（木） 第５回役員会 

・先進事例地視察のふりかえり 
・第１２号まちづくりニュース（案）について 
・第６回全体会議について 
・会員への案内文について 

12月19日（土） 第６回全体会議 
・先進事例地視察の報告 
・土地利用の方向性（地区計画の検討） 
・『まちづくり構想（案）』作成にむけたとりまとめ 

1 月 21 日（木） 第６回役員会 
・第 13 回まちづくりニュース（案）について 
・第７回全体会議について 
・会員への案内文について 

2 月 6 日（土） 第７回全体会議 
・まちづくり構想（案）について 
・その他（今後の進め方） 

平
成
28
年
度 

4月 21日（木） 第１回役員会 
・平成２８年度第１・２回全体会議の進行、内容、役割分担につ
いて 

・会員への案内文について 

5 月 7 日（土） 第１・２回全体会議

【第１回】 
・平成２７年度事業報告及び収支決算報告 
・平成２８年度事業計画(案)及び収支予算(案) 
・平成２８年度役員及び監事の選任（案） 
・役員及び監事の選任（案） 
【第２回】 
・草加市都市計画マスタープランの改定について 

12 月 4 日（日） 第３回全体会議 
・市からのお知らせ（都市計画マスタープランの改定について）
・まちづくり構想（中間まとめ）に関するアンケートについて
・意見交換 

2 月 16 日（木） 第２回役員会 
・第４回全体会議の当日の流れ及び内容について 
・会員への案内文について 
・意見交換 

3 月 5 日（日） 第４回全体会議 

・まちづくり構想（中間まとめ）に関するアンケート調査結果
・谷塚駅西口地区まちづくり構想（中間まとめ）に関するアン
ケート調査結果の反映について 

・意見交換 

  

平
成
27
年
度
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第２章 谷塚駅西口地区のまちづくりの目的 

 

（１）協議会における当地区のまちづくりの目標 

  協議会では、以下を当地区におけるまちづくりの目標として、まちづくりに取り組むこととし

ています。 

「安全・安心で快適なにぎわいあふれる南の玄関口」 

（２）上位計画におけるまちの方針 

１）草加市総合振興計画 

①第三次草加市総合振興計画基本構想（平成 13 年 11 月） 

「第三次草加市総合振興計画基本構想」は、平成 27 年を目標年とし、 ①快適な環境②安心と安

全③地域の共生の３つのめざす都市像を掲げており、特に谷塚駅西口地区のまちづくりの目標に係

る内容として以下のプロジェクトがあります。 

快適な環境 

●水と緑を育む 

「水と緑の回廊」プロジェクト  

・・・公共施設の緑化を進めるとともに、住宅、事業所などの民有地の緑化を促進する。 

 

安心と安全 

●街のやすらぎとにぎわい 

「このまちで暮らしたい」プロジェクト  

・・・各駅前の整備を進め、活気やにぎわいのある街をつくる。 

 

●ものづくりの発信  

「ものづくりを大切にする」プロジェクト 

・・・商業集積の整備と商店街の活性化を図る。 

 

●情報と交通がもたらす新しい暮らし 

「誰もが快適に歩ける道づくり」プロジェクト 

・・・年齢、性別、国籍、障害の有無などを超えて、すべての人が生活するうえで、安心し

て、安全に利用できる道づくりを総合的に進める。 

・・・歩車道分離や自転車通行帯などを整備し、環境にやさしい交通手段である自転車が利

用しやすい、安全なまちづくりを進める。 

・・・バス路線網の整備、充実に向け、ミニバスの導入を進める。 

 出典：第三次草加市総合振興計画基本構想（平成 13 年 11 月）
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②第四次草加市総合振興計画基本構想（平成 27 年 12 月） 

「第四次草加市総合振興計画基本構想」は、「快適都市～地域の豊かさの創出～」を目標として、

①快適な環境、②安全と安心、③活気の創出、④地域の共生の４つのめざす都市像を掲げており、特

に谷塚駅西口地区のまちづくりの目標に係る内容として以下のプロジェクトがあります。 

  

地域核の形成 

地域の文化・生活の交流拠点として地域核と位置付け、近隣型の商業業務機能の集約を

図ります。 

 

計画的な土地利用の誘導 

谷塚駅周辺地域は、近隣型の商業業務地と調和のとれた良好な土地利用の形成を図りま

す。 
出典：第四次草加市総合振興計画基本構想（平成 27 年 12 月）
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２）草加市都市計画マスタープラン 

①草加市都市計画マスタープラン（平成 11 年６月） 

当地区は「草加市都市計画マスタープラン」の地域別方針で「都市基盤の整った安全な南の玄関口

のまち」を目標としています。 

都市基盤の整った安全な南の玄関口のまち 

 

(1)まちづくりの目標 

 谷塚駅周辺は、商業業務機能の誘導を図り、駅周辺の活性化を推進し、地域の核づくりを進めていき

ます。西口交通広場などの交通環境改善とともに、高齢者・障害者など、誰にでもやさしいまちづく

りを進めます。西口駅前から国道４号までの地区は、道路・公園などの基盤整備を進め、計画的な住

環境づくりを推進します。 

 

(2)まちづくりの方針 

１．ゾーン別の市街地整備の方向 

○都市型住宅整備地区 

 谷塚駅の北側と南側の都市基盤が未整備な地区では、住環境整備事業などにより、基盤整備と、敷地・

建物の共同化や不燃化を進めながら高度利用を推進し、中高層住宅の立地の誘導を図ります。 

○商業業務基盤整備地区 

谷塚駅周辺では、地域核にふさわしい道路などの基盤整備や、駅周辺の適切な高度利用を誘導し、日

常生活に必要な店舗・事務所の立地を進めます。 

２．谷塚駅周辺の地域の核と都市軸の形成 

・谷塚駅周辺を地域核として位置づけ、商業業務機能の誘導を図り、土地の高度利用を促進します。 

・谷塚駅へのアクセス向上と、地域サービス機能の充実を促進し、文化・行政・コミュニティの交流拠

点づくりを推進します。 

３．駅周辺の計画的市街地の誘導 

・谷塚駅前の西口交通広場及び西口停車場線、谷塚松原線の早期整備を図ります。 

・面的な整備事業などにより、市街地整備を適切に誘導します。 

・谷塚駅周辺の立地条件を活かした、土地の高度利用の促進を図るとともに、住環境の適切な誘導を図

ります。 

・谷塚町などの密集市街地の改善・誘導の推進を図ります。 

・地区計画などの活用による、良好な居住環境の保全を図ります。 



 

 

  
■谷塚駅
 

 

 

駅周辺地区 
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出典：草加市都市計画マスターププラン（平成 111 年 6 月） 
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②まちづくりの基本となる計画（平成 29 年４月） 

当地区は「まちづくりの基本となる計画」で地域の文化・生活の交流拠点、近隣型の商業業務機能

の集約を図る地域核の形成拠点及び未整備地区の計画的な基盤整備を行う生活業務地として位置付

けられています。 

 

まちづくりの方針 

●土地利用 

谷塚駅西口は地域核の一部を形成していることから、谷塚小学校などの公共施設や各種機能などと

連携した一体的な拠点形成を視野に入れ、未整備地区の計画的な基盤整備をめざします。 

●道路・交通 

谷塚駅西口は、駅周辺における都市機能の集積によるにぎわいのある駅前環境の形成を図ります。

また、谷塚西口停車場線などは、谷塚駅西口のまちづくりにあわせて事業化を検討します。 

既に自転車通行空間が整備されている谷塚松原線に加えて、谷塚小学校通りで自転車通行ルールを明

示することで、自転車と歩行者にとっての安全確保を検討します。 

●公園・緑地 

公園の不足する地区の北部や中央部のエリアにおいては、生産緑地の活用など地域の状況に応じた

手法により、子どもから高年者まで地域住民の幅広い意見に留意した公園の整備に取り組みます。 

●風景・にぎわい 

谷塚西部地区の玄関口としてふさわしい、地域に密着した商店街の形成を誘導し、にぎわいと親し

みのもてるまちなみ形成を図ります。 

●防災 

内水による浸水被害を軽減するため、コミュニティ主体の避難ルートや避難場所の確認などに取り

組むとともに、民間事業者などとの連携による避難場所の確保を進めます。 

●生活環境 

・地域コミュニティの活力の維持と向上に向けた支援を行うとともに、地区内の小中学校の余裕教室や

公共施設、空き家などを活用し、地区のコミュニティ拠点づくりに取り組みます。 

・足立区での大学立地の動向を踏まえながら、地区の活性化に資する取り組みを検討します。 

・地区の北部では高年者人口の割合が高く、今後 20 年でさらに高齢化が進むことが予想されることか

ら、地域コミュニティの活力の維持・向上を図りつつ、地域の見守りネットワークの構築や小中学校、

空き家などを活用した高年者の居場所づくり、地域包括ケアの拠点機能の配置など、高年者を地域で

支える仕組みの構築を促進します。 

・平成４７年時に、当該地区で約６４０人（平成２６年度比３９％増）となることが見込まれる要支援

者・要介護者のケア構築のために必要な機能（医療・介護・福祉・買い物・生活支援など）が、地区

として不足することが見込まれるため、小中学校の余裕教室や生産緑地、空き家等の活用を検討しま

す。 

・年少人口の減少を抑制するために、駅に近いなどの立地の良さをいかして、子育て世帯が住んでみた

い、住み続けたいと思えるようなまちをめざすとともに、駅前などに子育て機能の立地誘導を検討し

ます。 
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・足立区での大学立地などの周辺環境の変化や、７５歳以上の高年者単独世帯の増加による住宅ニーズ

のミスマッチの発生などが予想されるため、将来地区内で２０６棟発生すると予想される空き家を活

用するなど、新たな住宅ニーズに対応した住宅供給ができるよう対策を検討します。 

  



 

 

 

 

 

■谷塚中央地区まち

 

ちづくり方針針図 
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出典典：まちづくりの基本となる計画（平成29 年４月）
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点づくりとネ

うに掲げてお

駅西口地区は

園と近隣公園

園の適切な配

したネットワ

生垣化・緑地

活動の推進

園と既設の

近隣公園を

る緑をネッ
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、道路を媒
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ネットワーク

おり、谷塚駅
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園の整備 

配置と整備

ワーク化の推
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典：草加市緑
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駅西口地区
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画（平成 11 年

進」を基本

商業混在地
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年３月）
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４）草加市地域防災計画（震災対策編）(平成 24 年 11 月) 

 

「草加市地域防災計画（震災対策編）」は、地震災害について、災害予防、災害応急対策及び災

害復旧等の計画を定めたもので、このうち、震災予防計画の中で「災害に強い都市環境の整備」と

して以下の内容を定めています。 

  
災害に強い都市づくり 

・防災都市づくりの推進 

＜目標＞ 

新規の市街地開発については、避難路や延焼遮断空間となる広幅員道路や緑道を配置し、既

存市街地は、計画的な市街地整備を進めるとともに、延焼防止に有効な建物の不燃化を促進す

るため、防火、準防火地域の拡大を視野に入れ整備を図っていく。また、地区計画等を活用し、

壁面の位置の制限、垣又は柵の構造の制限等を定めることにより、防災性を備えた都市づくり

を誘導する。 

・防災空間の確保 

都市公園等の整備 

＜目標＞ 

都市公園及び広場・緑地等は、災害時のオープンスペースとして、また、避難場所等のみな

らず、救援・復旧系統の防災活動拠点としての機能を有することから、今後も都市公園等の新

設及び再整備に努める。 

・交通ネットワークの整備 

道路の整備 

＜目標＞ 

幹線道路の整備を推進し、道路網のネットワーク化を図るとともに、救出救助及び消防活動

にも有効な、生活に密着した道路の整備を推進する。特に、延焼遮断帯及び避難路として重要

な役割を持つ道路については、重点的に整備を進める。 

 

都市施設の安全化 

・建築物の耐震化 

地震災害時には、建築物の倒壊及び火災による被害が想定されるため、被害を最小限に止め、人

命を保護するためには、建築物の耐震化及び不燃化を図る必要がある。 

建築物の外壁タイルや窓ガラス等の落下、ブロック塀の倒壊等により、道路が遮断された場合は、

消火活動や救急、救助活動の大きな障害となることから、建築物の外壁タイル、窓ガラス等の落下

防止対策やブロック塀等の倒壊防止対策等の安全対策の推進を図る。 

・道路施設の安全化 

道路施設は、震災時において救助活動や救援物資の輸送等の重要な役割を担っていることから、

道路施設の安全確保は極めて重要である。国道、県道及び市道の各管理者は、既設の橋りょう等の

落橋防止対策を進め、震災時の避難及び緊急物資等の輸送に支障のないよう、道路施設の整備を推

進する。 
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防災拠点の整備 

(1)防災拠点施設の整備 

災対本部が設置される防災中枢拠点と連携

を図るため、長期の避難生活に耐えられる避難

所、地区の物資集積や応急対策の拠点となる防

災拠点、自衛隊の活動拠点となる自衛隊拠点を

市内に配置する。 

(2)避難所・避難地の整備 

避難所は、地震災害による家屋の倒壊や家屋

の焼失等により、生活の場を 

失った被災者及び延焼火災等により危 

険の迫った地域住民等を、安全な避難生活が行えるようにするため欠かすことのできないものであ

る。また被災者の救援、及び情報伝達等の場所としての整備も図る必要がある。 

（谷塚駅西口周辺地区での避難所） 

■第１避難所 谷塚小学校 

■第２避難所 谷塚文化センター、市民交流活動センター 

(3)避難路の整備 

災害発生時に、市民を安全に広域避難地に避難させるための幹線避難路の整備を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：草加市地域防災計画（震災対策編）(平成 24 年 11 月)

■市内指定幹線避難路図

■避難所の定義 
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５）草加市公共交通再編計画(平成 25 年 7 月)  

 

「草加市公共交通再編計画」は、「市民の暮らしを支え、分かりやすく利用しやすい公共交通ネ

ットワークの形成」を基本目標に、取り組みの方向性として①地域幹線路線等の再編成②地域内ア

クセス路線の導入③利用促進施策等をあげています。特に谷塚駅西口地区に関連する具体的な取り

組み内容としては以下のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(1) 地域幹線路線等の再編成 

■草加三郷線と国道４号交差点の整備等に合わせた谷塚駅～見沼代親水公園駅のバス路線導

入 

（検討に当たっての着眼点） 
・都市計画道路草加三郷線の整備に伴う国道 4 号との交差点の整備（谷塚仲町交差点の渋
滞解消） 

・西口交通広場とその周辺の都市計画道路の整備 
・谷塚西部地域から谷塚駅へのニーズの注視 
・谷塚中央地域から見沼代親水公園駅へのニーズの注視 

 

(2) 地域内アクセス路線の導入 

■谷塚西部地域へ対応する路線 
 市民移動ニーズの高い市立病院へのアクセス利便性の確保とともに、谷塚西部地域への対
応として、市民の移動ニーズの高い駅や市役所へのアクセスを確保します。 

●谷塚西部地域⇒谷塚駅⇒市役所（⇒市立病院） 
（検討に当たっての着眼点） 
・並行する既存路線との整合 
・見沼代親水公園駅へのアクセスの必要性 
・谷塚駅・草加駅周辺の走行ルートやバス停の選定 
・ふれあいの里送迎バスとの整合 
・沿線住民の住環境や交通安全上の配慮 

出典：草加市公共交通再編計画(平成 25 年 7 月)



 

 

第３章
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１）都市計
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口地区の

種中高層住居
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②幹線道路・都市計画道路 

 谷塚駅西口地区は都市計画道路草加三郷線、都市計画道路谷塚松原線、都市計画道路谷塚西口寿町線、

谷塚小学校通りに囲まれた地区となっています。都市計画道路谷塚松原線は、平成 26 年 7 月に供用開

始され、谷塚西口寿町線の北側区間は完成していますが、地区内では未整備です。草加三郷線は概成と

なっています。谷塚駅西口駅前の西口交通広場（4,000 ㎡）は昭和 51 年に都市計画決定され、谷塚西口

停車場線（幅員 18m）は昭和 46 年に都市計画決定されていますが、未整備となっています。 

 

■幹線道路・都市計画道路 

 

 

 
出典：平成 25 年道路台帳 

谷塚西口交通広場 

（面積 4,000 ㎡） 

まちづくり検討区域面積 

 約 7.6ha 

谷塚西口停車場線 

（幅員 18ｍ） 

草加三郷線 

（幅員 22ｍ）

谷塚西口寿町線 

（幅員 12ｍ） 

谷塚松原線 

（幅員 16ｍ） 
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③公私道別現況 

 地区内のほとんどの道路は公道です。東武鉄道の所有する私道が駅前と谷塚小学校通りへつながる箇

所にあります。 

 

■公私道別現況 

 
出典：平成 26 年草加市地域整備課資料 
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④建築基準法上の道路種別 

 地区内で最も多いのは建築基準法第 42 条第２項道路で、道路後退が必要な路線が多く占めます。ま

た、位置指定道路が 1箇所、43 条の但し書き通路が１箇所、建築基準法該当外の道路が２箇所あります。 

 

■建築基準法上の道路種別 

 

出典：草加市 建築基準法上の道路種別図 

出典：平成 26 年草加市地域整備課資料 
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⑤道路幅員 

 地区周辺の広幅員幹線道路に対し、地区内の道路は現況幅員が４ｍ未満の細い道が多くなっています。

住宅街から駅へアクセスする道路が４ｍ未満の現況幅員となっている箇所もあります。 

 

■道路幅員 

 
出典：平成 25 年道路台帳 



 

 

⑥公園の整

地区内に

童遊園は狭
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■公園の整

 

整備・設置状
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狭い路地（水

園（1280 ㎡）

整備・設置状

況 

谷塚西口児童

路）に面して

が隣接して

状況 

童遊園の１箇

ており、アク

ています。 
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区外の谷塚ふ

児
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２）土地・建物利用状況 

①土地利用状況 

谷塚駅側に商業系用途と駐車場・空地が集まっています。小学校通り沿いは商業系用途が多くなって

います。地区内は住宅系が多くを占める土地利用状況となっています。また、北側のスポーツ系の用途

はゴルフ練習場となっています。 

 

■土地利用状況 

 
平成 24 年度土地利用現況図に平成 26 年９月現地調査結果を反映 
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②建物利用状況 

住宅用途の建物としての利用が大部分を占めます。戸建住宅が中心であり、一部アパート・共同住宅

となっています。鉄道沿いの通りと小学校通り沿いには商業用途の建物が分布しています。３階建ての

住宅は駅前に近い位置に分布しており、４階建ての商業用途の建物が谷塚小学校通りに１箇所のみある

状況です。 

 

■建物利用状況 

 

出典：平成 24 年度土地利用現況図に平成 26 年９月現地調査結果を反映 

住宅 

商業業務 

アパート・共同住宅 

病院・診療所 

※３階以上の建物には階

数を数字で表示 

スポーツ施設 



 

 

３）安心・

①草加市 

  西口地区

号、10 月 2

 

■内水（浸

 

  

安全 

内水（浸水

区南側から駅

20 日：台風

浸水）ハザー

）ハザード

駅方面にかけ

23 号、平成

ードマップ 

マップ 

て、浸水箇所

成 25 年 10 月

出典：草

 24 

所が広範にみ

16 日：台風

草加市 内水

みられます。

風 26 号時の浸

水・浸水ハザ

（平成 16

浸水実績より

ザードマップ

年 10 月９

り） 

 
プ 

日：台風 222



 

 

②避難場所

地区の北

動センター

  

■避難場所

所と幹線避難

北側を幹線避

ーの３箇所が

所と幹線避難

■避難

■避難

 

谷塚文

谷塚

路 

避難路が走り

あります。 

難路 

県

第１

第２

難場所と幹線

難場所と幹線

 

国道４

市民

文化センター

塚小学校 

ます。また避

路線名

県道川口草加

県道足立・越谷

国道４号線

区分

避難場所

２避難場所

線避難路 

線避難路 

幹線避難路

谷塚

４号線 

草加

民交流活動セ

ー 

 25 

避難場所は、

現

加線

谷線

線

避難

谷塚小

谷塚文化

市民交流活

 

塚小学校通り

加三郷線（県

センター 

第１避難

谷塚小学校

現況幅員

16ｍ

15ｍ

21ｍ

難場所

小学校

化センター

活動センター

出典：草加

谷塚駅

 

道川口草加線

県道

第難場所 

校、谷塚文化

管理者

埼玉県

埼玉県

国交省

収容人数

2100人

500人

ー 300人

市地域防災計

駅

線）

足立・越谷線

第２避難場所

化センター、

数

人

人

人

計画 

線 

所 

市民交流活活



 

 

③緊急輸送

南北に県

 

■緊急輸送

送路 

県の緊急輸送

送道路 

 

国

送路が通ってい

国道４号線 

います。また

県緊

草加三郷線

 26 

た、地区北側

 
緊急輸送路

出

（県道川口草

側に市の緊急

市指定

出典：草加市

草加線）

県

急輸送路が通

定緊急輸送路

市地域防災計

道足立・越谷

通っています

路 

計画 

谷線 

す。 
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④ブロック塀の設置状況 

ブロック塀での囲いは、幅員の狭い道路で多くみられます。 

 

■ブロック塀の設置状況 

 

 

 
 

 

ブロック塀 

出典：平成 24 年度土地利用現況図に平成 26 年９月現地調査結果を反映 



 

 

⑤ひったく

平成 25 年

 

■ひったく

くり 

年度、地区内

くりの発生箇

 

鉄道沿いの

内で２箇所被

箇所

の道路 

被害が出てい

出

 28 

います。比較

出典：平成 2出典：平成

較的道幅の広

25 年版草加市

ひっ発

成 25 年版草加

い道路で発生

市安全マップ

たくり発生箇所発生箇所 

加市安全マッ

生しています

プ 

所 

 

ップ 

す。 
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⑥不審者事案 

平成 25 年度、地区内で２回不審者事案がありました。人通りが少なく、視界が悪い場所で発生して

いる一方で、交通量が多い幹線道路の交差点でも被害がありました。 

 

■不審者事案

 

 

出典：平成 25 年版草加市安全マップ 

不審者事案発生箇所 



 

 

⑦交通事故

 平成 25 年

が地区内に

 

■交通事故

  

 

交

故発生地点と

年度、地区内

にあります。

故発生箇所 

 

交通事故発生

と危険個所 

内で交通事故

 

生地点 

交

故が 1 件あり

出

交通事故発

危険個

交通事故発

 30 

りました。ま

 

湾曲

出典：平成 2

発生 

個所 

生地点

また、交通事

曲した道で、

5 年版草加市

事故発生危険

視界が悪い

市安全マップ

険箇所となっ

い 

プ 

っている道路路



 

 

⑧通学路 

草加三郷

 

■通学路と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郷線、谷塚西

と通学安全指

谷塚小学

西口寿町線、谷

指導地点 

出

学校通り 

谷塚小学校通

出典：平成 25

 31 

通りが主な指

 
5 年谷塚小学

指定通学路に

学校交通安全

になっていま

全対策用通学

ます。 

 

学路図 
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⑨消防施設 

地区内に消火栓が 18 箇所、防火水槽が４箇所、防災倉庫が 1箇所あります。 

■消防施設

 
 

出典：草加市消防署資料 



 

 

４）開発行

昭和５８

校通りに１

 

■開発行為

 

行為の状況 

８年以降、住

１箇所ありま

為 

 

住宅系の開発

ます。 

商業系 

発は駅前から

 33 

ら住宅市街地

出典：平成

地にかけて

住宅

成 25 年開発

４箇所、商業

宅系 

発行為実施位

住宅系 

商業系 

業系の開発

 

位置図 

は谷塚小学学



 

 

５）商店会

地区内に

 

■商店会と

 

 

 

 

 

 

 

会と周辺地域

には大型店舗

と周辺地域で

谷塚駅西口

域での大型店

舗はなく、地

での大型店舗

口商店街 

店舗の設置状

地区周辺の店

舗の設置状況

 34 

状況 

店舗に収客

況 

出典

されている傾

3

1

売り場

典：平成 26 年

傾向にあり

3,000 ㎡以上

,000 ㎡以上

面積 

年草加市地域

ます。 

上 

上 3,000 ㎡未

域整備課資料

未満 

料 



 

 

６）交通 

①バスルー

谷塚駅西

が通ってい

ることも検

 

■バスルー

 

 

 

 

 

 

谷

ート 

西口では運行

います。今後

検討されてい

ート 

至竹ノ

バス

谷塚駅西口駅

行するバス路

後、小学校通

います。 

ノ塚

ス路線 

駅前の様子 

路線がありま

通りと高架の

小

草

出

 35 

ませんが、谷

の交差する地

至草

 

小学校通り

草加三郷線

典：平成 25

谷塚駅東口で

地点周辺にコ

草加

谷塚

5 年度 草加

では竹ノ塚駅

コミュニティ

塚駅

加市公共交通

駅行きの３

ィバスの停

通再編計画 

路線のバス

車場を設けけ



 

 

②駐輪場 

一時利用

所、西口に

置自転車は

 

■駐輪場 

用の駐輪場は

に２箇所とな

はあまり見ら

谷塚

は高架下に４

なっています

られない状況

塚駅西口駅前

４箇所、西口

す。駅前の駐

況です。駅前

の様子 

 36 

口に２箇所あ

駐輪場は飽和

前の総駐輪台

出典：平成

あります。定

和している

台数は 3,49

成 26 年草加

定期利用の駐

ものの充足

90 台です。

加市交通対策

駐輪場は高

しています

 

 
策課資料 

架下に２箇

す。また、放

箇

放



 

 

③駐車場 

地区内に

周辺に集中

 

■駐車場 

にコインパー

中しています

 

駅前のコイ

出典：平

ーキングが３

す。月極駐車

インパーキン

平成 24 年度土

３箇所、月極

車場は駅前と

ング 

土地利用現況

 37 

極駐車場が

と地区内に広

 

況図に平成 2

12 箇所あ

広く分布し

コイ

月極

6 年９月現地

ります。コイ

ています。

インパーキン

極駐車場 

地調査結果を

インパーキ

 

ング 

を反映 

ングは駅前前
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７）インフラ 

①上下水道の配管状況 

上水道は地区全域で普及しています。 

下水道については、地区外周の都市計画道路谷塚松原線、草加三郷線、谷塚小学校通りに配管が

あり、地区内ではほとんどの道路に沿って配管があります。 

 

■下水道管の配管状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：平成 26 年草加市公共下水道台帳施設平面図 
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②ガス管の配管状況 

谷塚松原線、草加三郷線、駅前通りの一部及び地区中央の谷塚西口寿線から谷塚小学校通りまで

南北につながる道路に配管が通っています。また、西口停車場線予定地の西側にも現道に沿って配

管のある状況です。なお、当地区のほとんどが低圧の配管となっています。 

 

■ガス管の配管状況 

  
 

出典：平成 26 年東京ガス ガス本管埋設状況 
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８）路線価 

当地区の相続税路線価は、概ね 105 千円／㎡～110 千円／㎡ですが、駅前通りは 130 千円／㎡と

やや高い路線価となっています。また、駅前から谷塚小学校通りにかけて部分的に 170 千円／㎡～

175 千円／㎡と比較的高い路線があります。 

 

■路線価 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：国税庁 平成 27 年相続税路線価図 

 

※１平方メートル当たり

の価額を千円単位で表示 

しています。
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（２）ブロック別の特性 

 

１）ブロック分けの考え方 

まちづくりの整備手法の検討を進めるにあたって、地区全体を地域の特性を考慮してＡ・Ｂ・Ｃ

の３つのブロックに分けました。 

■ブロック別の考え方 

 

■ブロック分け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブロック 考え方 

Ａ 
谷塚駅西口広場及び地区内を東西に横切る予定の都市計画道路を中心に、谷

塚小学校通り及び谷塚松原線に囲まれたブロック。 

Ｂ 
北は住宅街区整備事業によって整備された集合住宅に隣接する、住宅をメイ

ンとしたブロック。 

Ｃ 
ゴルフ練習場を中心に、北は草加三郷線、東は谷塚西口寿町線、西は谷塚松

原線に囲われたブロック。 

Ａ 

Ｃ 

Ｂ 



 

 

２）ブロッ

①Ａブロッ

 地区の南

の計画を中

 

①駅前

を考

②駅前

③都市

や谷

④道路

⑤見通

⑥暗渠

⑦地区

 

■Ａブロ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

谷塚駅

谷塚

ック別の特

ック 

南側にあたる

中心に以下の

前広場、都市

考える必要が

前広場、都市

市計画道路等

谷塚西口商店

路のネットワ

通しの悪い道

渠化された水

区内唯一の公

ロックの特性

道路が狭

通しが悪

駅西口商店街

商

塚小学校通り

② 

特性 

るＡブロック

の特性があげ

市計画道路の

がある。 

市計画道路の

等の整備に伴

店街との連携

ワークが悪く

道路や幅員の

水路に沿って

公園があるが

性 

都市

狭く、見

悪い 

街 

商業系の開発

 ③

クは、一帯を

げられます。

の整備が主な

の整備で直接

伴い、土地利

携を考える必

く、幹線道路

の狭い道路が

て未接道敷地

が、管理がい

市計画道路

発行為

③

①

 42 

を近隣商業地

。 

なテーマであ

接影響を受け

利用の転換が

必要がある。

路への連絡路

が多い。 

地が並んでお

いきとどいて

と駅前広場

谷

密集する

幅員の

住宅系の開

地域がしめて

あり、また、

ける地権者へ

が予想される

 

路が少ない。

おり、建替え

ておらず使い

場の計画

谷塚駅 

る未接道地

の狭い道路

開発行為

ており、都市

その沿道の

への配慮が必

るため、建物

 

え困難な地区

いづらい。 

区

① 

② 

③ 

市計画道路

の土地利用や

必要である

物の建て方の

区がある。

と駅前広場

や街並み

。 

のルール

場



 

 

②Ｂブロッ

 地区の北

です。以下

 

①土地

②見通

③駐車

 

■Ｂブロ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幅

ック 

北東に位置す

下の特性があ

地利用の大半

通しが悪く幅

車場利用され

ロックの特性

谷塚小

開発行為に

見通しが悪

幅員が狭い

するＢブロッ

あげられます

半が、住宅も

幅員が狭い道

れている土地

性 

 

小学校通り 

による住宅

悪く 

道路 

ックは、第一

す。 

もしくは駐車

道路があるが

地があり、今

草加三郷

谷
塚
西
口
寿
町
線 

宅系の開発
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一種中高層住

車場である。

が、未接道敷

今後の土地利

郷線 

②

①

住宅

駐車

住居専用地域

 

敷地は見当た

利用を注視す

谷塚駅 

②

系 

場･空地 

域と第一種住

たらない。 

する必要があ

① 

② 

住居地域で

ある。 

しめる区域域



 

 

③Ｃブロッ

 Ｃブロッ

中高層住居

 

①３本

②エリ

 

■Ｃブロッ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

谷
塚
松
原
線 

ック 

ックは、地区

居専用地域の

本の幹線道路

アの大半を

ックの特性 

草加三郷

ゴル

谷塚小学

区北側に位置

の区域です。

路に囲まれた

をゴルフ練習

郷線 

ルフ練習場

学校通り 

置する谷塚松

以下の特性

たエリアであ

習場がしめて

 

場 

住宅

谷
塚
西
口
寿
町
線 
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松原線と草加

性があげられ

ある。 

ている。 

宅系の開発

谷塚

加三郷線、谷

れます。 

②

発行為

塚駅 

谷塚西口寿町

① 

② 

町線に囲まれた第一種種



３
習

 

 

（３）地区

 

これらの

用②道路・

 

１）土地利

・当地区は

・地区北側

・建替え困

・商店街は

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本の幹線道
習場が大半を

戸建住宅
心に、駅周
小学校通
商業が点
るエリア
広場と都
画道路の
がある。

区の現況や

の現況や特性

交通③公園

利用について

は、主に住宅

側は、大半を

困難な未接道

はあるが、や

■土地利用

商店街はやや
ている 

道路に囲まれ
を占めてい

宅を中
周辺や

通りに
点在す
ア。駅前
都市計
の計画

 

やブロック別

性を踏まえ、

園④その他に

て 

宅地として利

をゴルフ練習

道敷地がある

やや閑散とし

用課題図 

や閑散とし

れ、ゴルフ練
る 

別の特性か

協議会では

にわけて課題

利用されてい

習場がしめて

る。 

している。

練

 45 

からみた課題

は当地区の課

題を整理しま

いるが、駐車

ている。 

題の整理

課題の洗い出

ました。 

車場利用が

未接

大
る

出しを行い

散在してい

接道敷地が密

大半が住宅ま
るエリア 

駅

ました。以

いる。 

密集する。 

または駐車場

駅前の活気が

下①土地利

場で占め

がない 

利
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２）道路・交通について 

①防災 

・地区全域でブロック塀が多く、地震時のブロック塀の倒壊により道路がふさがれてしまうこと

が心配される。 

・幅員の狭い道路では、火災時の延焼が心配される。 

 

②防犯 

・夜間暗い道が多く危ない。街路灯などで夜間明るい街路としての環境が望ましい。 

・人通りが少なく、視界が悪い場所で不審者事案がある。 

 

③交通環境 

・狭い幅員の道路や湾曲し見通しがききづらい道路が多い。道路の幅員は最低４ｍとし、できる

限り直線形としたい。 

・カーブミラーが少なく、標識も見づらいところがある。 

・道路が曲がっているので、来訪者が道をわかりにくい。 

・小学校通りは、自動車でスピードを出して走行する人が多いので危険である。 

・谷塚松原線と谷塚西口停車場線（都市計画道路）の交差点は、多くの人や車が横断するが、信

号や横断歩道がないため危険である。 

・谷塚西口寿町線では、歩道の街路樹の根本が盛り上がり、通行に支障が出ている。 

・東武線沿道の道路は、東口と西口で一方通行にすると良い。 

・草加三郷線の他に、車両が東西をスムーズに横断できる道路があるとよい。 

・現状は、谷塚西口地区周辺を通るバスルートがないが、平成 28 年４月に見沼代親水公園駅から

草加市立病院のルートにて、コミュニティバスの運行が開始されている。 

 

④駐輪場 

・一時利用は、駅前が飽和しているものの充足している。 

・定期利用駐輪場は、空きがみられる。 

 

⑤駐車場 

・駅前周辺にコインパーキングが集中している。  

・月極駐車場が地区内の多くの面積を取り、散在している。 

・谷塚西口停車場線及び谷塚西口交通広場は、未整備である。 

 

  



 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信号や横
いため危

自動車
して走
ので危

■道路・交

横断歩道がな
危険である。

車でスピー
走行する人が
危険である。

交通課題図 

な
 

ドを出
が多い
。 

 47 

歩
が
支

歩道の街路樹
が盛り上がり
支障が出てい

樹の根本
り、通行に
いる。 

湾曲し見
づらい道

見通しがきき
道路 

東口
で一
でき

交通環境

き

口と西口と
一方通行に
きないか。

の不足 



 

 

３）公園に

 ・谷塚西

・谷塚西

・地区外

 

４）その他

①内水・浸

・過去の

・大雨時

 ・谷塚駅西

 

     

について 

口児童公園

口児童公園

にある谷塚

他 

浸水について

台風では、

、線路沿い

西口地区は

■公園・そ

人目に
しづら

は、狭い路

はアクセス

ふれあい公

て 

地区の南側

いの道路は浸

堪水想定区

の他の課題

つかずアク
い公園。 

路地（水路）

しにくい。

公園に利用が

側から駅にか

浸水する。

区域に該当し

図 

セス

 48 

の奥にある

 

が集中してい

かけて、浸水

し、湛水した

1

2

るため、人気

いる。 

水域が広範に

た場合に想定

過去の
南側か
浸水

地区外の
が集中

気が少なく危

にあった。 

定される水深

の大雨で、
から駅にか

の公園に利用
している。 

危険である。

深は 0～0.2

大雨時、線
の水がなか
けない。 

当地区
け広く

用

 

5ｍである。

線路沿い
かなかは

 



戸
辺
点
場
が

 

 

■谷塚西口

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３本の幹
習場が大

戸建住宅を中
辺や小学校通
点在するエ
場と都市計画
がある。 

横断する人

人目につか
利用されて
い公園 

湾曲し、
が悪い道
い。 

口地区の課題

幹線道路に囲
大半を占めて

中心に、駅
通りに商業
リア。駅前
画道路の計

人が多く危険

かず、
ていな

見通し
道路が多

題総括図 

 

囲まれ、ゴル
ている 

周
が
広
画

険 

谷塚西口商
散としてい

ルフ練

商店街はやや
いる 

 49 

大
る

自動車
て走行
危険で

や閑

大半が住宅ま
るエリア 

車でスピード
行する人が多
である。 

【地区全体
・４ｍ未満
・ブロック
・夜間、暗

または駐車

ドを出し
多いので

体の課題】 
満の道路や視
ク塀が多い。
暗い道が多く

場で占め

大雨時
の水が
はけな

過去の
地区南
かけ広

駅前の交
不足、活

未接道敷
建替え困
が密集 

視界の悪い道
 

く危険である

一
な

時、線路沿い
がなかなか
ない。 

の大雨で、当
南側から駅に
広く浸水 

交通環境の
活気がない

敷地による
困難な建物

道路が多い。

る。 

方通行にで
いか。 

当
に

 

き



 50 
 

 

第４章 まちの将来像 

 

谷塚駅西口地区の現況・課題やまちの特性をふまえ、まちづくりの目標の３つのテーマに沿った

「まちの将来像」を示します。 

 

（１）安全・安心 

●災害時も緊急車両がスムーズに行き来できる道路網の形成や、震災時にも安全に避難できる道

路幅員の確保等、安全・安心な基盤整備により防災性の向上を図ります。 

●歩行者や自転車利用者が互いに安全に通行できる道づくりを目指します。 

●高齢者や障がい者も歩きやすい道づくりを目指します。 

●建てこんだ住宅地を解消し、ゆとりある住環境を目指します。 

●各戸の防火性を高めることで、地区全体が災害に強いまちを目指します。 

 

 

（２）快適 

●多世代が利用できる公園・オープンスペースの確保を目指します。 

●谷塚駅西口地区の玄関口としてふさわしい、落ち着いた駅前空間を目指します。 

●谷塚西口停車場線においては、生活に密着した店舗を誘導するとともに、後背の住宅地に配慮

したみどり豊かな落ち着きのある街並みを目指します。 

 

 

（３）にぎわい 

●地域の人の交流の拠点となる駅前広場の整備を目指します。 

●学生等、新たなニーズにも対応した商業が並ぶ駅前空間を目指します。 

●駅前商業と谷塚西口商店街とが連携し、地域に根ざした店舗の誘導を図ります。 
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第５章 まちづくりの方向性 

 

まちづくりの方向性は、まちの将来像を実現するため、基本的な考え方や整備方針を示したもの

です。 

 

（１）土地利用 

土地利用について、以下に示す住宅系と商業系とで分けた３つのゾーンと地区内の２本の主要道

路に面する２つの沿道ゾーンに分け、方針を示します。 

■土地利用の種別 

ゾーン 説明 

駅前ゾーン 駅直近の商業と住宅が共存するエリア 

住宅ゾーン１ 都市計画道路を中心に戸建住宅、集合住宅が広がるエリア 

住宅ゾーン２ ゴルフ練習場を中心に住宅が並ぶエリア 

停車場線沿道ゾーン 住宅を中心に生活用品店が点在するエリア 

小学校通り沿道ゾーン 谷塚西口商店会による店舗が並ぶエリア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①駅前ゾーン 

●谷塚駅西口地区ならではの落ち着いた雰囲気を大切に、中層の建物が並ぶ、ゆとりある駅前空

間を目指します。 

●低層部分は店舗、中層部分は住宅利用といった、住宅と商業が共存した環境を誘導します。 

●学生等、今後谷塚駅を利用することが予想される新た利用層にも対応した商業集積を図ります。 
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②住宅ゾーン１ 

●戸建て住宅を中心とした、落ち着きのある住宅地を目指します。 

●面的整備などにより未接道敷地を解消と老朽化した建物の更新により、ゆとりある住宅地の形

成と、公園や休憩スポットの配置等により防災性の向上を図ります。 

 

③住宅ゾーン２ 

●大規模土地利用の敷地も含め、将来的に落ち着きのある住宅地を目指します。 

 

④停車場線沿道ゾーン 

●周辺の住環境に配慮した規模・高さ・用途の建物の立地を誘導します。 

●住宅を中心としつつ、低層部分は日用品店等、生活に密着した店舗を誘導し、暮らしやすい住

宅環境を目指します。 

 

⑤小学校通り沿道ゾーン 

●既存の店舗を中心に、生活に密着した店舗が並ぶほか、中層部分は住宅利用といった、住宅と

商業が共存した環境を誘導します。 

 

 

（２）道路・交通 

道路・交通について、新たに計画されている都市計画道路と駅前広場及び、地区内を通る主要

な生活道路について、通りごとに方針を示します。 

■道路・交通の種別 

ゾーン 説明 

谷塚駅西口駅前広場 谷塚西口交通広場。 

谷塚駅西口の玄関口となる 4,000 ㎡の駅前広場。 

谷塚駅西口メインロード 谷塚西口停車場線。 

谷塚松原線から駅前広場を結ぶ、幅員 18ｍの地区内の主要道路。 

東武線側道 谷塚駅西口を出て南北、東武伊勢崎線と並行してはしる、幅員６ｍ

の駅前の道路。 

地区内生活道路 地区内を通る６～８ｍの生活道路。 
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①谷塚駅西口駅前広場 

●バスターミナルの整備を行い、谷塚駅西口地区へのバス交通網の向上を図ります。 

●お年寄りやベビーカー利用者等も安全に利用できる段差のないフラットな整備をするとともに、

樹木が植えられた快適な駅前広場を目指します。 

●ベンチ等を設置し、地域の人がたまり交流できる空間づくりを目指します。 

 

②谷塚駅西口メインロード（谷塚西口停車場線） 

●後背地の居住環境に配慮しつつ、街路樹等の緑を確保し、地区のメインストリートとしてふさ

わしい街並みを目指します。 

●歩道は、段差のない舗装等、車いすや視覚障がい者等にとっても快適に利用できる整備 

を目指します。 

●自転車レーンを設置する等、自転車利用者も歩行者も安全に利用できる道路整備を目指します。 

 

③東武線側道 

●谷塚駅を利用する地区周辺の住民など、歩行者や自転車利用者を優先とした、道路整備を目指

します。 

●駅前広場内のスムーズな交通動線を確保するため、駅前広場への車両の進入を制限します。 

  

④地区内生活道路 

●自動車利用も念頭に置きつつ、歩行者を優先とした道路整備を目指します。 

●地区内の道路網の整備による十分な幅員の確保と地区外の幹線道路への接続を行い、緊急車両

や避難がスムーズにできる道路整備を目指します。 

●地区内のスムーズな移動や、駅周辺・谷塚小学校通りの店舗利用の利便性向上のため、地区を

南北に縦断する道路整備を目指します。 
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（３）公園 

地域の交流拠点としてのモラルのある利用と災害時の防災拠点となるような公園設置を促進

するため、以下の方針を示します。 

 

●若い人からお年寄りまでが快適に利用できる公園づく

りを目指します。 

●地域の人からの目が行き届く、見通しのよい公園づく

りを目指します。 

●公園内には、かまどベンチなど防災時に利用できるス

ツールを設け、緊急時は、地区内居住者のみならず、

駅利用者も避難できるような防災公園としての機能も

図ります。 

●谷塚駅西口メインロード（谷塚西口停車場線）や谷塚

西口寿町線等の幅員の広い道路に面し、かつ駅寄りの

場所に公園配置することで、安心・安全な公園づくり

を目指します。 

 

 

 

 

（４）生活インフラ（防災） 

その他、防災面の向上を図るため。生活インフラに関し、以下のような方針を示します。 

 

●避難場所や避難路などを示した案内板設置を促進します。 

●幹線道路等の電柱地中化による生活インフラの環境向上を図ります。 

●水害の発生を抑えるため、駅前広場の地下等を活用し雨水貯留施設を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

排水施設（雨水貯留施設）の整備に関して 

1ha 以上の開発行為などをする場合には、「埼玉県雨水流出抑制施設の設置等に関する

条例」により、雨水流出抑制施設の設置が義務付けられている。仮に、Ａ・Ｂブロック

の面的整備対象区域を約 5.1ha とすると、必要となる雨水流出抑制施設の規模は以下の

ようになる。 

 

雨水流出抑制施設の容量 123.5（㎥） 

 

※谷塚駅西口地区は堪水想定区域に該当（湛水した場合に想定される水深は 0～0.25ｍ）

するため、浸透効果量は０ ㎥/ｓとして雨水流出抑制施設の容量を算出した。 



 55 
 

 

（５）まちづくり構想図 

まちづくり構想図は、これら土地利用、道路・交通、公園のまちづくりの方向性について、地区

を区分したものです。谷塚駅西口駅前広場および谷塚駅西口メインロード（谷塚西口停車場線）の

整備を促進するとともに、谷塚駅西口メインロードを軸としたゾーンでの面的整備を検討します。 

 

■まちづくり構想図(案)  
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第６章 まちづくりの進め方 

 

（１）まちづくりの手法 

①面的整備 

●都市計画道路及び駅前広場の基盤整備及び沿道宅地の利用向上を図った敷地整序、道路、公園

等の公共施設整備など、一体的な面的整備を促進します。 

●面的整備を行う区域については、まちづくり検討区域での整備を基本に、駅前広場及び谷塚西

口寿町線の未整備部分及び谷塚西口停車場線を中心に南北に広がるエリアを優先区域として整

備を促進します。 

●事業手法について、土地区画整理事業や沿道区画整理型街路事業の導入を視野に検討を進めま

す。 

 

■面的整備を検討する優先区域 
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②まちづくりのルール 

●面的整備に合せて、各ゾーンにおけるまちづくりの方向性の実現に向けて、地区計画等による

建物や土地利用に関する谷塚駅西口地区独自のきめ細かなルールを検討します。 

●地区の特性を考慮し、駅直近の住商共存の「駅前地区」及びその他の「住宅地区」にわけ検討

を進めます。 

●まちづくりルールの策定にあたっては、住民の意向も踏まえながら、検討を進めます。 

 

■地区区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■各地区で考えられる地区計画のメニュー（例） 

内容 項目 

駅前地区 用途の制限 

建築物の高さの最高限度 

建築物等の形態又は意匠の制限 

住宅地区 用途の制限 

建築物の高さの最高限度 

建築物等の形態又は意匠の制限 

敷地面積の最低限度 

隣地境界からの壁面の位置の制限 

垣又はさくの構造の制限 

 

  



 58 
 

 

参考 

 

１．谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会 会則 

 

  谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会会則 

 

第１章  総 則 

（名 称） 

第１条 この組織は、谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会（以下「協議会」）と称する。 

 

 

第２章  目的及び事業 

（目 的） 

第２条 この協議会は、谷塚駅西口地区を「安全・安心で快適なにぎわいあふれる南の玄関口」と

していくために、草加市と協働でまちづくりを進めるものとする。 

 

（事 業） 

第３条 この協議会は前条の目的を達成するために、次の事業を行うものとする。 

（１）谷塚駅西口地区まちづくりの構想・計画案の作成に関すること。 

（２）谷塚駅西口地区まちづくりのニュースやパンフレットの発行等のまちづくりの普及・啓発活

動に関すること。 

（３）その他谷塚駅西口地区まちづくり事業の推進に関すること。 

（４）前各号に係る必要な会議を開催すること。 

（５）草加市との協議・調整・情報交換に関すること。 

 

 

第３章  組 織 

（会員資格等） 

第４条 この協議会の会員資格は、別添図面に示す対象区域内において、土地や借地権等の権利を

有する者（以下「権利者」という。）とする。 

 なお、権利者の親族であり、かつその親族と同居している者、又生計を共にする者等について

も会員資格を有するものとする。 

２ 会員の入会及び退会については、申込書を提出するものとする。 

 

（まちづくり協力員） 

第５条 まちづくりに関して専門的な知識を有する者については、対象区域に土地や借地権等の権

利を有しない者でもまちづくり協力員として参加することができる。 

 なお、協力員の参加にあたっては、全体会議で決定するものとする。 
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第４章  役 員 

（役 員） 

第６条 この協議会には、次の役員を置く。 

（１）会長１名 

（２）副会長２名以内 

（３）事務局員 

（４）会計 

２ 役員の任期は１年とし、再任を妨げないものとする。 

 

（役員の職務） 

第７条 役員の役割は次のとおりとする。 

（１）会長は、協議会を代表し、その運営を総理する。 

 (２) 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、また、欠けたときはその職務を代行する。 

（３）事務局員は、協議会の組織運営に係る事務を行う。 

（４）会計は会計事務を行う。 

 

（監 事） 

第８条 この協議会には監事を置くものとし、協議会の会計を監査する。 

２ 任期は１年とし、再任を妨げないものとする。 

 

 

第５章  全体会議 

（全体会議） 

第９条 全体会議は、会員をもって構成する。 

２ 会議は、会長が招集する。 

３ 会議の議長は、会長が指名する。 

 

（全体会議の協議、議決事項） 

第１０条 全体会議は、次の事項を協議、議決する。 

（１）会則第３条に掲げる事業に関する検討、実施 

（２）役員会から会議に付託された事項の調査・研究及び立案に関すること。 

（３）毎年度の事業報告及び収支決算報告 

（４）毎年度の事業計画及び収支予算計画 

（５）役員等の推挙及び選出 

（６）会則の改正 

（７）その他、この協議会の業務に関する重要な事項 

２ 全体会議において協議、議決した事項は、必要に応じ権利者に知らせ、意見を求める。 
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（全体会議の成立） 

第１１条 全体会議は、協議会会員の参加により成立する。 

 なお、議決が必要な議事のある場合は、会員の２分の１以上の出席で成立することとする。た

だし、委任状をもって委任した者は、出席者とみなす。 

 

（議 決） 

第１２条 全体会議の議事は、特に定めるものの他は、出席者の過半数をもって議決する。可否同

数のときは、議長が決める。 

 

 

第６章  役員会 

（役員会） 

第１３条 役員会は、役員をもって構成する。 

２ 会長は、必要に応じて役員会を開催することができる。 

３ 役員会は、全体会議に提出する事項並びに本会の事業の推進上必要と認められる事項及び緊急

を要する事項を審議する。 

 

 

第７章 その他 

（会計年度） 

第１４条 この協議会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 

（事務局） 

第１５条 協議会の事務所は、会長の定める所に置くものとする。 

 

（会則の変更） 

第１６条 会則は、会員総数の３分の２以上の同意を得なければ、これを変更できない。 

 

（解 散） 

第１７条 この協議会は、会員総数の３分の２以上の同意を得なければ、これを解散することはで

きない。 

 

（雑 則） 

第１８条 この会則に定めない事項及びその他必要な事項は、役員会の審議を得て定める。 

 

附 則 

   １ この会則は、平成２５年１１月１０日から施行する。 

   ２ 平成２５年度の会計年度は、第１４条の規定にかかわらず、この会則の施行の日から平

成２６年３月３１日までとする。 

 



 

 

別添 
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２．谷塚駅西口地区まちづくり権利者協議会 会員名簿（平成 28 年度） 

 

 

 

  協議会員 役職 

髙橋 潔 会計 

並木 孝 会長 

吉江 敏 事務局員 

久保田 八二  

白鳥 久雄  

羽田 清一  

並木 久美子 監事 

小野寺 隆  

鈴木 健人  

瀧澤 阿久利  

小野寺 清  

小林 明子  

村木 楽二  

寺本 桂一  

小林 朝治  

安立 雅信  

関 淑子  

池田 二三男  

田中 幸悦  

鈴木 利男  

並木 福男 監事 

若旅 敏夫 副会長 

根津 雅彦  

市川 和男  

與良 俊司  

大宅 正剛  

横山 恵美子  

関 久子  

関 髙子  

関 吉恵  

関 勝重  

斉藤 和則  
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３．谷塚駅西口地区まちづくり構想（中間まとめ）に関するアンケート調査結果 
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４．まちづくりニュースによる周知の状況について 

 

■まちづくりニュース概要 

配布日 ニュース 内容 

平成 28 年 

６月 30 日（木） 

第 15 号 

まちづくりニュース 

・平成 28 年度第１・２回全体会議開催報告 

・協議会会長の挨拶 

・平成 27 年度事業報告、決算報告 

・平成 28 年度事業計画、収支予算 

・平成 28 年度役員及び幹事の選任 

・市長挨拶  

・第２回全体会議の概要 

・権利者の皆様へ 

平成 29 年 

3 月 14 日（火） 

第 17 号 

まちづくりニュース 

・第４回全体会議の報告 

・アンケート結果を受けて 

※第 16 号は欠番 

 

 


